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　のぞみこども園として、幼稚園児と保育所児が共に過
ごすようになり、3年目の終わりを迎えました。0～5歳の
全園児およそ150人が、毎日元気いっぱい遊びを通して学
び、成長しています。のぞみこども園では、様々な体験の
中で自分の気持ちに気づき、相手の気持ちを感じることが
できるような、心の触れ合いを大切にした仲間づくりをめ
ざし、日々の保育に取り組んでいます。
【めざす子ども像】
●友達を思いやり、認め合う子ども
●人の話 を聴き、自分の思いを表現できる子ども
●興味をもって取り組み、やり抜く子ども
●自分で考え、自ら行動できる子ども
【大切にしていること】
●異年齢交流…毎月0～3歳
児と4・5歳児に分かれて誕
生会を行い、たくさんの人
に祝福してもらう機会を大
切にしています。その中で、
4・5歳児クラスが順番に0
～3歳児の誕生会でお祝いの
歌などをプレゼントしてい
ます。その他にも、学年やクラスを超えてかかわりがもて
るよう、クラスを解体して給食を食べる「ハッピーラン

チ」やリトミックなどを通
して意識的に交流をするこ
とで、思いやりや憧れの気
持ち、人とかかわる力など
を育んでいます。
●子育て支援事業…子育て
中の保護者が集ってつなが
りがもてるように、遊びの
教室・園庭開放・施設開放・

行事開放など、地域に根ざした子育て支援事業を行ってい
ます。

　「環境が人をつくる」といわれて久しいですが、本校で
は「生活環境」に着目して取組を進めています。
　本校の生活目標を「自分からあいさつできる」「時間を
守る行動ができる」「机や教室の整理ができる」の3つに
してから2年が過ぎようとしています。
　元気よく「あいさつ」できることは、周りの人の気持ち
も明るくします。声の大きさだけではなく、気持ちが込め
られているととてもすがすがしいものを感じます。
　また、「時間を守る」ことは、友だちの時間を大切にす
ることでもあります。チャイムとともに授業が始まると、
待つ時間がなくなるので、みんなで気持ち良く学習をすす
めることができます。チャイムが鳴りだすと運動場から大
急ぎで戻ってくるたくさんの児童の姿があります。

　「身の周りの整理整頓」は、心
に余裕がないとできません。き
れいな環境で柔らかい心を磨い
ていきたいと思います。学校が
健康的な状態かどうかは学校の
玄関を見ればわかるといいます。
本校の玄関は児童の集中下足室
を兼ねています。上の棚は上靴、
下の棚は下靴と収納もきっちり

と区別できています。掃除時間も一生懸命にきれいにして
います。
　児童は、毎月、生活目標を実践できているかを児童朝会
で確認し、教室で自己評価しながら、次の目標をめざします。
　 このように学校での生活環
境が整うと心穏やかな児童が
増えます。さらに、授業中の
対話が内容の濃いものになっ
ていきます。これからも安全
で安心できる学校づくりに努
めてまいります。
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た
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携
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。
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